
「今後の自動車環境対策のあり方」について（案）
（千葉県自動車環境対策に係る基本方針） 概要

•県民の意識の変化に対応し、地域の状況やまちづくりの視点を含む自動車環
境対策の取組を進めていく。

ア 自動車公害対策から自動車環境対策への転換

•ライフスタイルの変化や地域における多様な自動車利用形態を踏まえ、それぞ
れの状況に応じたきめ細かい取組を進めていく。

イ 地域に応じたきめ細かな取組の推進

•自動車環境対策を幅広い視点からきめ細かく推進するため、県や市町村の行
政はもとより、関係機関・団体や県民が、それぞれの立場から自主的にその取
組を進めていく。

ウ 自主的取組の進展

•二酸化窒素の環境基準確保に向けた取組や、県環境目標値の達成率の向上

エ 環境基準の確保に向けた取組の推進
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昭和30年代～
自動車交通による大気汚染や騒音の問題

昭和55年
•千葉県公害問題協議会に
自動車交通公害対策部会設置

平成４年
•第一期自動車交通公害防止計画の策定
自動車NOｘ総量削減計画策定

全県をあげた取組

計画的な施策の推進

粒子状物質対策の強化

これまでの取組

平成３２年度までの取組の方向性
関係機関等と連携して推進。
平成２７年度に、中間的な見直し

県・市町村・関係機関・団体や県民が
それぞれの立場から取組を推進するための方向性
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•二酸化窒素の環境基準確保に向けた取組や、県環境目標値の達成率の向上
を目指した取組を進めていく。

•県民が自主的に取り組みやすく、交通安全にも役立つ自動車環境対策として、
エコドライブを一層進めていく。

オ エコドライブの一層の推進

•ディーゼル条例などの現行の対策を継続し、自動車ＮＯｘ･ＰＭ総量削減計画に
基づく取組を進めていく。

カ 法令による対策の継続

（１）自動車排出ガスによる大気汚染の改善
（２）低公害車の普及とエコドライブの拡大
（３）自動車の利用形態の多様化

ア ライフスタイルや意識の変化
イ 地域に根ざした取組の必要性

（４）新自動車NOｘ・PM総量削減計画の策定
（５）東日本大震災と原発事故の影響

千葉県の施策

自動車からの環境負
荷の低減にむけた施

策の推進

道路や交通・まち
づくりの視点からの
施策の推進

環境基準の確保に
向けた取組の推進

県民・事業者等と
広く連携した取組

の推進

「千葉県環境基本計画」に基づき、
関連計画との整合性を図って横断的・計画的に推進

自動車を取り巻く環境の変化

平成１５年
•第二期自動車交通公害防止計画の策定
自動車NOｘ・PM総量削減計画策定


